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　平素は鹿児島女子ラグビーチームの活動に対するご理解ご協力ありがとうございます。
　新型コロナウィルスの影響で3年ぶりに開催されたKOBELCO CUP 第12回全国高校女子合同チーム大会。
大会は全国を9地区に分けて各ブロック選抜チームを編成。九州ブロック代表選考会を経て選出された本県の
女子選手が3名参加しました。女子は決勝リーグ5チーム、育成リーグ4チームで編成され、九州ブロック代表
チームは決勝リーグに参加しました。最終戦の結果により順位が変わる各チーム接戦の中、最終成績3勝1敗で
3チームが勝ち点で並びましたが得失点差により九州ブロック代表チームの優勝となり、本県選手3名は全試合
スタートメンバーでチームの優勝に貢献しました。高校3年生の3名は高校入学時よりコロナ禍で大会開催が中
止になったりと活動に大きな影響を受けた年代の選手たちです。様々な関係者の尽力により今回３DAYSの大
会を開催して頂き、参加できたことは貴重な経験になったと思います。このような機会を提供頂いた大会実行
委員会の皆様、参加各チームの関係者の皆様ありがとうございました。以下簡単ではありますが遠征の報告を
いたします。
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KOBELCO CUP 2022 第12回全国高校女子合同チーム大会報告  2022年

日時：令和4年7月29日（金）31日(日) 会場：長野県上田市菅平高原サニアパーク

名前 所属チーム

勇　美玲

平田　恋菜

鹿児島実業高校

2022 九州ブロック代表
（本県メンバー）
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【文責　鹿児島県ラグビー協会強化委員　森下大輔】
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【各選手のコメント】

垂門 奈々選手（写真左）
　今回九州ブロック代表チームFWリーダー兼チームの副
キャプテンを任され最初は不安だらけでした。普段BKをす
ることが多く、FWで何をしていいかすら分からず、チーム
メイト・監督の支えのおかげで乗り越えることが出来まし
た。ゲームを重ねる度にいいチームになり、優勝できて嬉し
かったです！この九州代表の副キャプテンを出来たことがす
ごくいい経験になったと思います。今回経験したことを生か
しこれからもラグビー頑張りたいと思います。

平田 恋菜選手（写真中央）
　コロナ禍で試合が中止になり続けたが、全国大会を経験で
き、優勝することができたので本当に嬉しかったです。
そして、素晴らしいチームメート、監督に出逢えたことに感
謝します。この経験を活かして、これからもラグビーを頑張
りたいと思います。

勇 美玲選手（写真右）
　初めて15人制を体験し沢山の事を学ぶことができまし
た。最初は色々と不安で一杯でしたが、皆と一緒に試合で勝
つことができて自信に繋がりました。自分はラグビーを初め
て2年半経ちましたが、改めてラグビーの楽しさを知りまし
た。これからは、この経験を活かしもっとラグビーを向上し
ていきたいです。
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